
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

安
芸
北
部
地
方
で
用
い
ら
れ
て
い
る
、
「
マ
ソ
ダ
」
（
ま
だ
）
、
「
カ
ソ
ゴ
」
（
讐
の
よ
う
な
、
「
ン
」
音
の
入
っ
た
発
音
も
聞
か
れ
 
 

な
い
。
こ
の
発
音
も
室
町
時
代
か
ら
存
立
し
て
い
た
と
い
う
。
熊
野
町
に
は
、
古
い
時
代
か
ら
の
発
音
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
 
 

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
熊
野
町
の
方
言
ほ
、
安
芸
南
部
地
方
の
方
言
状
況
と
同
様
に
、
新
し
さ
の
認
め
ら
れ
る
方
言
 
 

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

語
と
語
と
が
連
な
る
と
、
音
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
音
声
の
変
化
を
、
次
に
と
り
あ
 
 
 

連
語
上
の
青
変
化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ
て
み
る
。
 
 

㈹
 
「
～
の
は
」
「
～
と
は
」
 
 

・
「
～
の
は
」
＞
「
～
ナ
ー
」
 
 
 

○
イ
ク
カ
ー
キ
ラ
イ
笥
。
（
行
く
の
は
き
ら
い
だ
。
少
男
1
々
）
 
 

・
「
～
と
は
」
＞
「
～
タ
ー
」
 
 
 

○
ア
ッ
チ
列
－
コ
レ
ノ
 
叫
－
：
 
可
ケ
ー
ア
可
－
オ
可
ウ
ソ
ジ
ャ
ガ
 
ハ
ー
。
（
あ
ち
ら
よ
り
は
、
こ
ち
ら
の
方
に
、
よ
 
 

け
い
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
ね
え
。
 
中
男
1
老
男
）
 
 

特
異
な
音
節
 
 

Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 

第
二
節
 
音
声
の
生
活
 
 
 

室
町
時
代
に
は
、
「
セ
」
音
が
「
シ
ェ
」
、
「
ゼ
」
音
が
「
ジ
ェ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
安
芸
地
方
で
 
 

は
、
東
隣
の
東
広
島
市
西
条
町
の
老
人
な
ど
で
、
こ
の
発
音
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
が
、
熊
野
町
で
は
、
も
は
や
聞
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こ
れ
ら
の
助
詞
は
、
普
変
化
の
結
果
、
一
語
の
助
詞
の
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
音
変
化
は
、
安
芸
一
帯
の
事
象
 
 

と
等
し
い
。
な
か
で
、
「
～
ク
ー
」
は
、
事
物
の
比
較
の
基
準
を
表
わ
す
助
詞
と
し
て
、
当
地
方
特
有
の
表
現
法
に
用
い
ら
れ
る
も
 
 

の
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
 
 

川
 
他
の
語
に
接
す
る
「
～
は
」
 
 
 

「
～
ナ
ー
」
「
～
ク
ー
」
は
、
「
／
」
や
「
ト
」
の
「
0
」
母
音
に
、
「
～
は
」
と
い
う
助
詞
が
接
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
よ
う
に
、
「
～
は
」
は
、
前
の
語
末
の
母
音
と
熟
合
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
 
 

カ
可
－
（
河
は
）
 
 

・
a
＋
は
＞
～
ア
ー
 
 
 

列
ダ
ー
（
角
は
）
 
 

・
0
＋
は
＞
～
ア
一
 
 
 

キ
刺
－
（
菊
は
）
 
 
 

・
u
＋
は
＞
～
ア
ー
 
 

こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
、
「
7
－
」
と
伸
ば
さ
れ
て
発
音
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

カ
封
サ
＝
（
柿
は
）
 
 

‥
1
＋
ほ
＞
～
ヤ
ー
 
 
 

7
列
劇
∴
＝
（
筆
は
）
 
 
 

・
e
＋
は
＞
～
ヤ
1
 
 

「
・
1
」
「
e
」
に
「
～
ほ
」
が
接
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
拗
音
（
よ
う
お
ん
）
に
発
音
さ
れ
る
。
「
手
」
「
胃
」
の
よ
う
に
短
い
こ
と
 
 

ば
の
場
合
に
も
、
「
副
可
－
」
「
イ
ヤ
ー
」
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
る
。
拗
音
化
傾
向
は
、
強
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
拗
音
 
 

化
傾
向
の
強
さ
は
、
安
芸
地
方
の
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
他
の
語
に
接
す
る
「
～
を
」
の
場
合
 
 
 

対
象
を
指
示
す
る
丁
空
が
、
他
の
語
と
接
し
た
場
合
、
前
接
す
る
語
末
が
「
a
J
r
O
J
r
u
」
で
あ
れ
は
、
前
接
す
る
語
末
 
 

の
母
音
を
そ
の
ま
ま
伸
ば
し
て
発
音
す
る
。
 
 

第
一
筆
 
端
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
－
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Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 

・
刺
ク
ー
（
肩
を
）
・
キ
列
－
（
菊
を
）
 
 

・
コ
可
ロ
ー
（
心
を
）
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
「
i
J
 
r
e
」
の
場
合
に
は
、
拗
音
と
な
る
。
 
 

・
ト
ナ
封
（
隣
を
）
 
 

・
カ
キ
ニ
ョ
ー
（
垣
根
を
）
 
 
 

な
か
で
も
、
「
i
」
母
音
に
接
し
た
場
合
に
は
、
り
段
の
拗
母
音
と
な
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

○
チ
エ
ー
 
ヌ
イ
列
。
（
血
を
抜
い
た
。
中
女
）
 
 

㌧
 
 
 

r
 
 
 
 
○
キ
ュ
ー
 
ッ
コ
一
列
可
－
 
ワ
カ
ラ
ン
 
デ
。
（
気
を
つ
か
っ
て
は
、
だ
め
だ
よ
。
中
男
1
々
）
 
 
 

こ
れ
ら
の
「
チ
ュ
ー
」
「
キ
ュ
ー
」
は
、
い
ず
れ
も
短
い
語
形
の
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
で
も
、
拗
母
音
化
し
て
い
る
。
 
 
 

「
手
を
」
の
場
合
、
広
島
市
内
で
ほ
［
こ
○
‥
］
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
熊
野
町
で
は
［
t
j
。
‥
］
と
発
音
さ
れ
る
。
こ
れ
 
 

を
仮
名
符
号
で
示
せ
ば
、
前
者
は
「
チ
ョ
ー
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
テ
ォ
1
」
と
な
ろ
う
。
二
つ
の
発
音
を
比
べ
る
と
、
前
者
の
発
 
 

音
の
ほ
う
が
、
熟
合
度
が
高
い
も
の
で
あ
る
。
熊
野
町
の
発
音
は
、
な
お
「
e
＋
0
」
の
発
音
が
接
合
し
た
と
き
の
状
況
、
す
な
わ
 
 

ち
よ
り
古
い
状
況
を
残
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
 
 

⇔
 
「
デ
ス
」
「
マ
ス
」
に
接
す
る
「
ウ
イ
」
の
変
化
 
 
 

「
デ
ス
」
に
、
文
末
の
助
詞
「
ワ
イ
」
が
接
す
る
と
、
「
デ
サ
ー
」
の
よ
う
に
な
る
。
「
マ
ス
」
の
場
合
は
、
「
マ
サ
ー
」
と
な
る
。
 
 
 

○
ヮ
シ
ガ
 
イ
キ
可
サ
ー
バ
㌧
（
私
が
行
き
ま
す
わ
い
ね
え
。
中
男
1
々
）
 
 
 

「
デ
サ
ー
」
「
マ
サ
ー
」
は
、
現
在
、
四
〇
歳
以
上
の
人
々
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
青
年
層
の
人
々
か
ら
は
、
古
態
と
評
さ
 
 

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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な
お
、
安
芸
郡
下
の
島
峡
部
で
は
、
「
～
ソ
ワ
イ
」
が
「
～
ナ
ー
」
と
な
っ
た
形
も
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
熊
野
町
で
は
聞
 
 

か
れ
な
い
。
 
 

帥
 
「
～
チ
ョ
ル
」
「
～
チ
ャ
ル
」
と
「
～
チ
ャ
ゲ
ル
」
「
～
チ
ョ
ク
」
 
 
 

「
～
チ
ョ
ル
」
と
い
う
の
は
、
動
作
の
継
続
鰻
を
示
す
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
法
上
の
項
目
と
い
う
こ
と
も
で
 
 

き
よ
う
。
「
チ
ョ
ル
」
の
成
立
過
程
を
考
え
て
み
る
と
、
「
～
テ
 
オ
ル
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
音
声
項
目
で
取
り
上
げ
て
み
る
。
 
 
 

○
ア
シ
可
イ
 
キ
ヨ
カ
ラ
 
イ
一
朝
チ
ョ
ソ
サ
ロ
ー
 
ガ
ー
。
（
あ
そ
こ
に
昨
日
か
ら
、
も
う
乗
て
い
な
さ
る
じ
ゃ
な
い
の
。
 
 

中
女
1
中
男
）
 
 
 

「
～
チ
ョ
ル
」
 
は
、
広
島
市
な
ど
で
は
直
音
化
し
た
「
～
ト
ル
」
の
形
を
用
い
て
い
る
。
現
在
で
は
広
島
市
と
そ
の
周
辺
で
は
 
 

「
～
ト
ル
」
を
用
い
て
い
る
が
、
古
く
は
、
「
～
チ
ョ
ル
」
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
老
人
層
に
お
い
て
は
、
豊
田
 
 

郡
安
芸
津
町
風
早
以
西
、
安
芸
郡
、
賀
茂
郡
、
佐
伯
郡
で
用
い
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
山
口
県
下
以
西
の
地
域
で
は
「
～
ト
 
 

ル
」
に
な
る
憤
向
が
な
お
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
広
島
県
下
の
す
べ
て
の
地
域
は
、
急
速
に
「
～
ト
ル
」
 
に
と
っ
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
 
 

状
況
に
あ
る
。
当
地
方
人
の
、
拗
音
の
直
音
化
傾
向
と
い
う
好
み
が
、
進
行
し
っ
つ
あ
る
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
 
 

て
、
熊
野
町
の
三
〇
歳
代
以
上
の
人
々
は
、
か
な
り
強
く
「
～
チ
ョ
ル
」
の
形
を
保
持
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
し
チ
ャ
ル
」
「
し
チ
ア
ゲ
ル
」
と
い
う
時
の
 
「
テ
ヤ
ル
」
「
チ
ア
ゲ
ル
」
を
広
島
市
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
「
～
タ
ル
」
「
～
 
 

タ
ゲ
ル
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
～
チ
ャ
ル
」
「
～
チ
ャ
ゲ
ル
」
の
拗
音
に
対
し
て
、
こ
れ
も
直
音
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
熊
野
町
で
は
、
「
～
チ
ャ
ル
」
「
～
チ
ャ
ゲ
ル
」
を
用
い
て
い
る
。
「
～
チ
ャ
ル
」
は
、
目
下
若
し
く
は
同
輩
に
対
し
て
、
そ
の
 
 

人
の
た
め
に
何
ら
か
の
こ
と
が
ら
を
授
け
る
こ
と
を
表
わ
す
表
現
で
あ
る
。
目
上
の
人
に
対
し
て
は
「
し
テ
ア
ゲ
ル
」
に
由
来
す
る
 
 

「
～
チ
ャ
ゲ
ル
」
が
用
い
ら
れ
る
。
授
け
態
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 

第
一
撃
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
1
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Ⅰ
 
生
活
誌
締
 
 
 

コ
ノ
 
ブ
ヨ
ー
 
コ
ー
チ
ャ
ッ
チ
 
 

○
ア
ソ
列
カ
タ
ノ
 
ヒ
ト
ニ
ャ
 
ア
ー
 
シ
チ
ャ
ゲ
ソ
叫
イ
ジ
ャ
ガ
 
ウ
烈
ノ
ニ
ャ
ー
 
 

ク
レ
ン
サ
リ
ャ
ー
 
エ
ー
。
（
お
宅
の
人
（
お
宅
の
御
主
人
）
に
は
、
あ
あ
し
て
あ
げ
な
さ
い
だ
が
、
私
の
＜
人
＞
に
は
、
こ
の
分
を
買
っ
 
 

て
や
っ
て
下
さ
れ
ば
上
い
。
 
老
女
1
中
男
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
「
チ
ャ
ル
」
「
チ
ャ
ゲ
ル
」
は
尊
敬
態
上
の
差
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
～
テ
オ
ク
」
は
、
広
島
市
及
び
そ
の
周
辺
で
は
「
～
ト
ク
」
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
そ
の
こ
と
に
対
応
 
 

す
る
動
作
・
作
用
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
意
を
表
現
す
る
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
既
処
置
態
と
も
い
う
べ
き
表
現
を
な
す
も
の
な
の
 
 

で
あ
る
。
熊
野
町
で
ほ
、
こ
れ
を
「
～
チ
ョ
ク
」
と
い
う
。
 
 
 

○
↓
ヨ
 
モ
P
－
チ
ョ
利
ソ
ニ
ャ
1
㌧
（
早
く
も
ら
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
。
中
女
1
少
女
）
 
 
 

以
上
の
「
～
チ
ャ
ル
」
「
～
チ
ャ
ゲ
ル
」
「
～
チ
ョ
ク
」
は
、
尾
道
市
以
西
で
用
い
ら
れ
て
い
る
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
 
 

若
年
層
で
は
直
音
化
し
た
形
を
好
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
が
広
島
市
を
中
心
と
す
る
都
会
化
し
た
地
域
で
は
各
年
齢
層
 
 

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
項
目
で
取
り
上
げ
た
も
の
ほ
、
い
ず
れ
も
助
詞
「
テ
」
を
介
在
さ
せ
て
構
成
さ
れ
る
述
部
の
態
に
か
か
わ
る
表
現
の
も
の
で
 
 

あ
る
。
使
用
度
の
高
い
表
現
だ
け
に
、
人
の
耳
に
、
特
異
な
感
じ
を
与
え
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
一
度
、
直
音
化
の
傾
向
が
生
じ
る
 
 

と
、
か
な
り
早
く
直
音
化
す
る
。
熊
野
町
の
青
年
層
以
下
に
お
い
て
、
直
音
化
し
た
形
し
か
用
い
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
も
、
 
 

こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

よ
う
に
、
助
数
詞
の
後
に
「
ソ
」
を
つ
け
る
。
 
 
 

音
節
添
加
 
 
熊
野
町
で
、
音
節
添
加
が
認
め
ら
れ
る
の
ほ
「
ソ
」
音
の
添
加
事
象
で
あ
る
。
 
 

イ
ッ
コ
ソ
 
（
一
箇
）
ニ
コ
ン
 
（
二
箇
）
＝
 
＝
ハ
ッ
コ
ソ
 
（
八
街
）
 
キ
ュ
ー
コ
ソ
 
（
九
箇
）
 
ジ
ッ
コ
ソ
 
（
十
箇
）
 
の
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後
に
取
り
上
げ
る
「
ソ
ヤ
イ
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
「
イ
テ
」
「
モ
テ
」
が
認
め
ら
れ
る
D
 
 
 

O
イ
チ
 
可
－
カ
パ
ー
。
（
行
っ
て
釆
よ
う
か
ね
え
。
老
舅
1
々
）
 
 
 

○
イ
ヨ
ー
モ
チ
ェ
 
判
チ
ェ
 
り
1
 
ヤ
ー
。
（
早
く
打
っ
て
釆
て
兄
ろ
よ
。
中
男
l
中
女
）
 
 
 

こ
れ
ら
を
、
「
イ
ッ
テ
」
「
モ
ッ
テ
」
の
形
と
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
捉
膏
脱
落
の
解
放
が
う
け
と
ら
れ
る
。
こ
の
事
象
は
、
以
上
 
 

の
二
語
に
限
っ
て
見
ら
れ
、
広
島
県
下
、
四
国
の
各
地
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
形
で
あ
る
ロ
 
 
 

「
ご
ざ
い
ま
す
」
の
「
ガ
ン
ス
」
は
、
広
島
県
特
有
の
語
詞
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
こ
の
語
は
、
熊
野
町
の
老
人
屑
で
、
ご
く
稀
 
 

に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

「
物
を
探
す
」
と
い
う
と
き
、
「
タ
ネ
ル
」
と
い
う
。
こ
れ
は
「
尋
ね
る
」
に
由
来
す
る
語
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

○
ゴ
 
ソ
コ
到
－
列
ネ
チ
エ
封
－
 

ユ
チ
ニ
ュ
ー
笥
デ
 
ガ
ソ
ス
 
ヨ
。
（
早
く
そ
こ
ら
姦
し
て
み
よ
と
∧
私
の
夫
 
 

が
∨
言
わ
れ
ま
す
よ
。
 
老
女
1
中
男
）
 
 
 

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
音
節
脱
落
の
結
果
、
元
の
形
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
に
わ
か
に
は
、
わ
か
ら
な
い
は
ど
変
化
し
た
も
の
と
 
 

な
っ
て
い
る
。
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
－
 
 

ま
た
、
打
消
わ
助
動
詞
フ
」
に
接
し
て
、
閃
い
を
し
た
て
る
文
末
詞
「
ノ
」
が
位
置
す
る
場
合
、
そ
の
「
ノ
」
は
「
ノ
ソ
」
の
 
 

形
を
と
る
。
 
 
 

○
イ
カ
ソ
 
パ
ン
。
（
行
か
な
い
の
。
少
女
l
々
）
 
 
 

こ
の
ほ
か
に
ほ
、
特
に
音
節
添
加
事
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
強
い
傾
向
は
な
い
。
 
 

音
節
脱
落
 
 

「
ナ
サ
イ
」
よ
り
も
敬
意
の
度
合
の
低
い
「
ナ
イ
」
ほ
、
「
ナ
サ
イ
」
の
「
サ
」
音
の
脱
落
を
指
摘
し
う
る
事
象
で
 
 

ぁ
る
。
な
お
、
こ
の
「
ナ
イ
」
は
、
熊
野
町
で
は
、
ご
く
稀
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
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エ
ペ
ス
（
胡
）
 
カ
ペ
（
か
び
）
 
メ
ヤ
ネ
（
目
や
に
）
 
エ
ペ
セ
ー
（
「
い
ぶ
せ
し
」
に
由
来
す
る
語
、
お
そ
ろ
し
い
）
 
 
 

こ
の
事
象
は
、
か
な
り
多
く
認
め
ら
れ
る
。
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
助
詞
「
テ
」
を
「
チ
」
と
発
音
す
る
事
象
で
あ
る
。
こ
の
 
 

事
象
は
、
単
に
、
H
母
音
が
H
母
音
と
し
て
発
音
さ
れ
る
と
い
う
事
象
以
外
に
も
、
子
音
の
発
音
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

○
イ
ッ
チ
 
割
チ
 
ホ
テ
 
列
－
チ
 
キ
タ
 
カ
。
（
行
っ
て
き
て
、
そ
し
て
食
べ
て
来
た
か
。
老
男
1
々
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
「
テ
」
助
詞
の
ほ
と
ん
ど
を
「
チ
」
で
発
音
す
る
人
は
、
少
な
く
な
っ
た
。
昭
和
六
十
年
で
、
六
五
歳
の
男
性
が
 
 
 

も
、
「
ナ
ー
」
（
な
い
）
、
「
ク
サ
ー
」
（
臭
い
）
、
「
サ
ー
タ
」
（
咲
い
た
）
 
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
 
 

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
二
重
母
音
の
同
化
事
象
は
、
い
ず
れ
も
、
和
語
の
場
合
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

「
ワ
封
－
」
（
恋
い
）
も
、
同
化
が
認
め
ら
れ
る
か
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
「
ぁ
ろ
し
」
か
ら
変
化
し
た
語
で
あ
る
た
め
、
「
ウ
イ
」
 
 

連
母
音
の
同
化
を
、
に
わ
か
に
は
指
摘
で
き
ま
い
。
 
 
 

「
エ
イ
」
を
「
エ
ー
」
と
発
音
す
る
の
は
、
中
国
地
方
の
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。
「
エ
ー
叫
」
（
英
語
）
の
よ
う
に
発
音
し
て
い
る
。
 
 

母
音
の
交
替
 
 

Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 
 

禁
止
表
現
の
、
次
の
も
の
に
も
音
節
脱
落
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
変
化
過
程
ほ
、
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。
 
 

○
ス
ナ
ー
ス
ソ
ナ
ー
ス
ル
ナ
 
 
 

○
カ
ン
ガ
ユ
ナ
ー
カ
ソ
ガ
エ
ソ
ナ
ー
カ
ソ
ガ
エ
ル
ナ
 
 

「
ル
」
の
「
ソ
」
音
化
し
た
形
は
、
芸
北
地
方
に
盛
ん
で
あ
る
。
芸
南
の
熊
野
町
で
は
、
上
部
に
示
す
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 

〓
重
母
音
の
同
化
 
 

母
音
の
交
替
に
は
、
音
節
を
な
す
母
音
、
ま
た
子
音
に
母
音
の
付
し
た
音
節
の
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
あ
る
。
 
 

、
 
 
 
 
 
1
 
・
l
↓
 
e
 
 

「
ア
イ
」
と
い
う
二
重
母
音
が
、
「
ア
ー
」
と
発
音
さ
れ
る
の
は
、
安
芸
地
方
の
特
色
で
あ
る
。
熊
野
町
で
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近
隣
の
同
年
輩
の
女
性
と
話
し
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
例
は
得
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
人
が
、
筆
者
と
話
す
際
に
は
、
す
べ
て
 
 

「
テ
」
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
チ
」
を
用
い
る
幌
向
は
、
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 
 

五
〇
歳
の
男
性
の
場
合
で
は
、
 
 

○
キ
ハ
＝
ア
ン
列
カ
タ
イ
 
イ
ッ
列
司
カ
ラ
可
－
ハ
㍗
チ
ョ
イ
チ
ェ
 
ク
レ
ー
ユ
ー
副
司
イ
タ
ン
・
ジ
ャ
ガ
八
一
 
 

（
昨
日
あ
な
た
の
家
に
行
っ
て
か
ら
、
よ
く
話
し
て
お
い
て
く
れ
と
い
？
て
お
い
た
の
だ
が
ね
え
。
中
男
1
々
）
 
 

の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。
「
チ
ェ
」
が
一
般
化
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
「
チ
」
か
ら
「
チ
ェ
」
に
移
り
、
さ
ら
に
「
テ
」
に
変
わ
っ
 
 

て
行
く
と
見
て
よ
か
ろ
う
か
。
 
 

助
詞
「
て
」
を
「
チ
」
と
発
音
す
る
地
域
は
、
現
在
、
九
州
地
方
に
盛
ん
で
あ
る
。
山
口
県
下
で
も
、
玖
珂
郡
本
郷
村
や
岩
国
市
 
 

北
部
で
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。
広
島
県
下
で
は
、
熊
野
町
と
、
安
芸
郡
粥
刈
町
向
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
布
状
況
か
ら
す
る
 
 

と
、
古
く
は
、
安
芸
郡
下
で
か
な
り
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
事
象
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
呉
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
表
現
に
限
っ
 
 

て
現
在
で
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

○
イ
ッ
可
－
。
（
行
っ
て
み
よ
。
育
男
1
々
）
 
 
 

こ
れ
は
「
テ
ミ
」
の
熟
合
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
助
詞
「
チ
」
の
存
在
を
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

助
詞
「
チ
」
の
盛
ん
な
、
大
分
県
姫
島
で
、
 
 
 

○
可
－
寸
イ
チ
 
チ
ュ
ー
チ
 
刃
－
。
（
よ
く
請
っ
て
と
い
っ
て
ね
え
。
老
男
↓
中
男
）
 
 

の
よ
う
に
い
う
と
と
も
に
、
 
 

㌧
 
 
 

○
コ
可
 
叫
ソ
ジ
ノ
 
シ
列
司
カ
ラ
 
ナ
。
（
こ
う
し
て
信
心
を
し
て
か
ら
ね
。
老
男
）
 
 

の
よ
う
に
「
チ
ェ
」
と
も
い
う
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
熊
野
町
で
、
現
在
、
中
年
層
の
人
々
に
「
チ
ェ
」
が
聞
か
れ
る
の
も
、
姫
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
1
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Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 

島
の
そ
れ
と
同
一
の
音
変
化
過
程
に
あ
る
た
め
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
熊
野
町
の
場
合
、
「
チ
」
ほ
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
 
 

る
。
ま
た
、
「
チ
ェ
」
も
、
特
定
個
人
に
、
わ
ず
か
に
保
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
助
詞
「
チ
」
「
チ
ェ
」
が
聞
か
れ
な
 
 

く
な
る
日
も
、
そ
う
遠
く
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
 
 

］
 
 
］
 
臼
↓
h
 
 
 

ク
タ
ブ
レ
ル
（
ま
た
、
「
コ
タ
ブ
項
ル
」
 
く
た
び
れ
る
）
 
 
 

シ
ュ
ミ
ル
 
（
し
み
る
）
 
シ
ュ
ム
 
（
∧
鼻
を
＞
か
む
）
 
 

I
 
 

ワ
カ
イ
シ
（
若
い
衆
）
ヌ
シ
ト
（
盗
人
）
 
 

H
と
M
の
交
替
事
象
は
、
安
芸
地
方
一
般
に
、
広
く
認
め
ら
れ
る
。
 
 

］
 
 
］
 
 

O
l
 
a
 
 

［
［
 
 
 

「
カ
ワ
」
 
（
顔
）
と
い
う
事
象
ほ
、
芸
北
町
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
熊
野
町
で
も
、
す
で
に
老
人
層
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

○
バ
ン
ゲ
ソ
 
ナ
ッ
タ
。
（
夕
方
に
な
っ
た
。
 
中
男
1
々
）
 
 

格
助
詞
「
ニ
」
が
「
ソ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

＜
サ
行
音
と
ハ
行
書
＞
 
 

子
音
の
交
替
 

○
刊
イ
司
－
ヘ
ソ
D
（
も
う
行
き
は
し
な
い
。
 
 

こ
の
「
へ
」
は
、
「
セ
」
と
も
発
音
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
て
い
ね
い
の
「
～
ま
せ
ん
」
は
「
ち
マ
ヘ
ソ
」
、
「
～
ま
し
ょ
う
」
は
 
 
 

母
音
の
脱
略
 
 

「
ナ
サ
イ
」
を
「
ン
サ
イ
」
と
い
い
「
ン
ヤ
イ
」
と
い
う
と
き
の
「
ソ
」
は
、
H
母
音
の
脱
落
事
象
で
あ
る
。
 
 

「
ナ
ニ
」
を
「
ナ
ン
」
、
あ
る
い
ほ
次
の
よ
う
な
表
現
も
、
母
音
脱
落
の
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
 
 

中
女
1
々
）
∧
怒
っ
て
言
う
＞
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「
マ
ヒ
ョ
ー
」
で
あ
る
。
 
 

名
詞
煩
で
も
、
「
ヒ
刊
ガ
ツ
」
（
七
月
）
、
「
ヒ
刊
ヤ
」
（
質
屋
）
、
「
ヒ
チ
り
ソ
」
（
七
輪
、
か
ん
て
き
の
こ
と
）
な
ど
、
ハ
行
音
化
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

応
答
詞
「
そ
う
」
が
「
ホ
1
」
「
ホ
」
の
形
を
と
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の
一
類
の
も
の
で
あ
る
。
 
 

∧
ザ
行
者
と
ダ
行
音
＞
 
 
 

列
ニ
（
銭
）
、
ハ
デ
（
稲
㌍
ハ
ハ
ゼ
＞
）
、
ヨ
が
（
草
履
）
、
ノ
可
〓
ド
ー
（
な
ま
い
き
者
∧
ノ
フ
ー
ゾ
1
＞
）
、
イ
カ
列
可
タ
（
行
か
な
 
 
 

か
っ
た
＜
イ
カ
ザ
ッ
ク
＞
）
 
 

ザ
行
音
の
ダ
行
音
化
、
ま
た
そ
の
道
と
も
う
け
と
れ
る
事
象
は
、
数
多
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

∧
バ
行
者
と
マ
行
書
∨
 
 
 

ケ
プ
リ
（
煙
）
、
バ
ク
（
撒
く
）
、
ネ
プ
叫
（
寝
る
）
 
 

㈹
 
文
ア
ク
セ
ン
ト
 
 
 

熊
野
町
の
文
ア
ク
セ
ソ
ト
は
、
安
芸
地
方
一
般
に
広
く
認
め
ら
れ
る
、
後
上
が
り
調
の
も
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
の
 
 

抑
揚
が
、
文
表
現
の
途
中
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
よ
う
と
、
文
末
の
高
音
部
が
そ
の
文
表
現
全
体
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
 
 

抑
揚
を
特
色
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

○
ホ
ー
ユ
ー
 
コ
り
ガ
 
ア
リ
マ
d
司
－
小
一
。
（
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
ね
え
。
中
男
1
々
）
 
 
 

こ
の
文
表
現
に
お
い
て
、
「
コ
ハ
」
「
ア
リ
了
畑
J
－
」
と
い
う
二
か
所
の
高
音
部
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
二
か
所
の
高
音
部
は
、
 
 

第
一
章
 
熊
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
1
方
言
－
 
 

ア
ク
セ
ン
ト
 
 

こ
と
ば
の
抑
揚
の
こ
と
を
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
う
。
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
、
抑
揚
の
上
で
、
文
全
体
を
特
徴
づ
け
て
 
 

い
る
文
ア
ク
セ
ン
ト
が
ま
ず
注
目
さ
れ
、
つ
い
で
そ
の
土
地
の
単
語
の
ア
ク
セ
ソ
ト
が
注
目
さ
れ
る
。
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Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 

そ
れ
以
前
の
低
音
部
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
後
上
が
り
調
を
形
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
」
」
－
■
■
」
」
∫
と
 
 

い
う
二
回
の
後
上
が
り
調
を
な
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
末
の
「
ノ
ー
」
は
、
こ
の
文
豪
現
全
体
を
、
一
つ
の
後
上
が
り
調
の
も
 
 

の
に
ま
と
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
よ
う
か
。
 
 

．
．
」
「
■
■
L
「
」
」
■
 
 

こ
の
よ
う
な
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
特
徴
が
、
最
も
端
的
に
表
わ
れ
る
の
は
、
一
文
表
現
の
上
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
で
あ
る
。
 
 
 

○
コ
ッ
チ
ー
 
カ
ケ
ナ
サ
ン
可
－
。
（
こ
ち
ら
に
お
掛
な
さ
い
ま
せ
。
中
女
1
中
男
）
 
 

一
文
が
、
一
つ
の
抑
揚
に
支
配
さ
れ
て
存
立
し
て
い
る
状
況
が
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
 
 

M
 
語
ア
ク
セ
ン
ト
 
 
 

広
島
市
方
言
の
詔
ア
ク
セ
ソ
ト
と
体
系
上
の
差
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
語
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
変
わ
っ
て
い
る
も
 
 

の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
三
語
で
あ
る
。
上
段
に
広
島
市
、
下
段
に
熊
野
町
の
例
を
示
し
て
み
る
。
 
 

町
で
も
、
こ
の
三
語
だ
け
が
、
広
島
市
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
と
は
異
な
る
語
と
し
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

坂
町
は
、
熊
野
町
と
は
異
な
り
、
語
の
頭
の
部
分
が
高
ま
る
ア
ク
セ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
中
く
ぼ
み
型
と
で
も
い
う
べ
き
語
ア
ク
セ
 
 

ン
ト
を
も
っ
て
い
る
。
例
を
示
せ
ば
、
「
¶
キ
刈
イ
ガ
（
生
き
が
い
が
）
、
〓
－
叫
ガ
（
通
り
が
）
、
列
ラ
イ
列
（
た
ら
ひ
が
）
、
可
－
打
 
 

－
ガ
（
コ
ー
ヒ
ー
が
）
」
の
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
熊
野
町
に
は
、
こ
の
よ
う
な
中
く
ぼ
み
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
ほ
認
め
ら
れ
な
 
 
 

こ
の
三
語
は
、
広
島
市
方
言
で
は
い
わ
ゆ
る
平
板
型
に
所
 
 

属
す
る
語
で
あ
る
が
、
熊
野
町
で
は
い
わ
ゆ
る
中
高
型
に
所
 
 

属
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
熊
野
町
と
同
一
の
型
に
所
属
 
 

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
安
芸
郡
坂
町
で
あ
る
。
坂
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い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
表
現
の
し
か
た
に
、
特
別
な
意
味
を
も
た
せ
て
い
る
の
で
は
な
 
 

く
、
そ
の
表
現
を
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
土
地
人
ど
う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
⊇
ン
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
あ
い
さ
つ
の
表
現
 
 

同
一
 
 
 

〇
オ
ハ
ヨ
 
加
叫
シ
ク
。
（
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）
 
 
 

「
ガ
ン
ス
」
は
、
現
在
で
ほ
、
八
〇
歳
以
上
の
人
々
で
な
い
と
使
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
答
え
て
、
 
 
 

○
オ
ハ
ヨ
 
刈
シ
タ
 
パ
ー
。
（
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）
 
 

の
よ
う
に
「
ガ
ス
」
 
の
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 

中
年
層
以
上
で
あ
る
と
、
 
 
 

○
オ
ハ
ヨ
 
ア
リ
可
シ
タ
。
（
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）
 
 

第
一
章
 
鴇
州
野
町
に
お
け
る
こ
と
ば
の
生
活
－
方
言
－
 
 

い
。
前
述
の
「
柱
、
抽
、
梯
子
」
 
の
三
語
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
坂
町
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
坂
町
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
体
 
 

系
が
熊
野
町
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
と
同
一
で
あ
り
、
後
に
現
状
の
よ
う
に
中
く
ぼ
み
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
成
立
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
を
 
 

考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
 
 

あ
い
さ
つ
、
感
動
な
ど
の
表
現
 
 

第
三
節
 
表
現
の
生
活
 
 
 

あ
い
さ
つ
や
感
動
な
ど
の
表
現
は
、
そ
の
土
地
の
こ
と
ば
で
の
決
ま
り
き
っ
た
表
現
で
あ
る
と
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